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安全データーシート 

 

１， 製造者情報 

     製  品  名 ：タケモルフィラー（硬化材） 

    会 社 名：全日本外壁ピンネット工事業協同組合 

    住   所：東京都北区十条仲原２－１２－６ 

    電話番号：０３－３９０６－１５０３ 

    緊急連絡先：タケモル工業株式会社 

    電話番号：０３－３９０６－５０２１ 

    作 成 日：２０１６年 ６月 １日 

        改 定 日：２０１９年１０月 １日 

 

２， 危険有害性の要約 

 ＧＨＳの分類  

     物理化学的危険性  ：分類できない 

     健康に対する有害性 ：皮膚腐食性／刺激性         区分１ 

               眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性  区分１ 

               発がん性              区分１A 

               特定標的臓器／全身毒性（単回暴露） 区分１（呼吸器系） 

                 特定標的臓器／全身毒性（反復暴露） 区分１（呼吸器系） 

     環境に対する有害性：分類対象外及び分類できない 

     上記に記載が無い危険有害性は、分類対象外、区分外または、分類できない。 

    ラベル要素 

     絵表示またはシンボル： 

                   

 

     注意喚起語      ：危険 

     危険有害性情報    ：重篤な皮膚の薬傷 

                重篤な目の損傷 

                発がん性のおそれ 

                臓器（呼吸器系）の障害 

                長期または反復暴露による臓器（呼吸器系）の障害 

 

 

３，物質の特定 

   単一製品・混合物の区分：混合物 

   化学名又は一般名：無機系粉体混合物 

   成分及び含有量 
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成     分 含  有  量 

早強ポルトランドセメント ７０．０％ 

そ の 他 ３０．０％ 

 

４，応急処置 

   眼に入った場合 ：直ちに清浄な流水で良く洗った後、医師の診断を受ける。 

   皮膚に付いた場合：水と石鹸でよく洗う。外観に変化があり痛みがある場合は、医師 

            の診断を受ける。 

   吸入した場合  ：新鮮な空気の場所に移り、水または温水でうがいをさせる。 

            必要な場合、医師の診断を受ける。 

   飲み込んだ場合 ：粉体をもし飲み込んだ場合は、大量の水を飲ませ、吐かせた後、医 

            師の診断を受ける。 

 

５，火災時の措置 

   火災を起こす事はない。 

 

６，漏出時の措置 

   飛散した粉末は、掃除機等で吸い取って回収する。 

   床面等に付着したものは水道水で洗浄し、濃厚な洗浄水が河川等に流失しないように 

   排水を行う。 

 

７，取り扱い及び保管上の注意 

   取り扱い： 製品の落下、転倒、引きずり等に注意する。 

         取り扱い時は、防塵マスク、保護メガネ、保護手袋等を着用し、換気のよ  

         いところで取り扱う。 

   保  管：特に湿気を防ぎ保管する。 

         極端な積み重ね保管はしない。         

 

８，暴露防止措置 

   管理濃度：（労働安全衛生法・作業環境評価基準）  ２.９㎎／㎥ 

   許容濃度：日本産業衛生学会（１９９１年度版）  第２種粉塵 

                    吸入性粉塵   １㎎／㎥ 

                    総粉塵     ４㎎／㎥ 

        ACGHI（１９９２年度版） 総粉塵    １０㎎／㎡          

   設備対策：特に必要ないが換気の悪い場所で取り扱う場合は局所排気装置を設置する 

        事が望ましい。 

   保 護 具：ゴム手袋・保護眼鏡・保護マスク・ゴーグル 

 

９，物理化学的性質 

   外  見：灰色の粉末 

   溶 解 性：水に難溶解 

 

10. 安定性及び反応性 

   安定性     ：一般環境下で安定 
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   反応性     ：水分との接触により固化 

   避けるべき条件 ：高温多湿 

 

11，有害性情報 

   局所効果・局所（皮膚、眼等）影響 ：皮膚刺激性 刺激性あり 

                     ：眼刺激性 刺激性あり 

  

12，環境影響情報 

     生体毒性：排水が強アルカリ性のため、動植物に接触することにより、生態系に影響 

    する可能性がある。 

 

13，廃棄場の注意 

   残余廃棄物   ：都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託処理する。 

   汚染容器・包装  ：都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託処理する。 

 

14，輸送上の注意 

   粉塵のたたない方法で輸送する。 

   破損・荷崩れ等の防止を確実に行う。 

   水濡れや高湿を避ける。 

 

15，適用法令 

   じん肺法。 

   廃棄物の処理及び清掃に関する法律。 

 

16，その他の情報 

   記載内容は，現時点で入手できる情報等に基づいて作成したものであり、新しい知見 

   により改正されることがあります。また、注意事項は通常の取り扱いを対象としたもの

で、特殊な取り扱いの場合は、用途、用法に適して安全対策を実施して下さい。 

   なお、記載内容は情報提供であって、保証するものではありません。 

 


